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甲
南
大
学
の
活
動
報
告

イ
ン
ド
の
大
学
院
生
招
へ
い

共
同
研
究
の
継
続
的
発
展
目
指
す

甲
南
大
学
先
端
生
命
工
学
研
究
所
（
Ｆ
Ｉ
Ｂ
Ｅ

Ｒ
）
は
核
酸
化
学
を
専
門
と
す
る
研
究
所
で
、
遺
伝

子
で
あ
る
核
酸
（
Ｄ
Ｎ
Ａ
や
Ｒ
Ｎ
Ａ
）
の
物
理
化
学

的
な
特
性
を
定
量
的
に
解
析
し
、
核
酸
医
薬
品
な
ど

の
設
計
を
は
じ
め
と
す
る
、
医
工
学
、
農
学
、
薬
学

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
有
用
な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を

構
築
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
今
年
２
月
24
日
か
ら

３
月
10
日
の
日
程
で
、
イ
ン
ド
の
コ
ル
カ
タ
大
学
と

ス
リ
バ
ラ
ジ
ビ
ダ
ピ
ト
大
学
か
ら
二
名
の
博
士
課
程

の
大
学
院
生
を
招
へ
い
し
、
共
同
研
究
活
動
コ
ー
ス

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
ま
し
た
。

イ
ン
ド
で
は
ス
パ
イ
ス
に
代
表
さ
れ
る
植
物
由
来

の
天
然
化
合
物
の
研
究
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
お
り
、

近
年
こ
れ
ら
の
化
合
物
が
核
酸
の
特
殊
構
造
で
あ
る

四
重
ら
せ
ん
構
造
に
結
合
し
て
、
薬
理
活
性
を
示
す

例
が
多
数
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
イ
ン

ド
に
お
け
る
植
物
由
来
の
化
合
物
を
医
工
学
技
術
の

開
発
へ
と
有
効
活
用
す
る
試
み
は
非
常
に
重
要
視
さ

れ
て
い
ま
す
。
Ｆ
Ｉ
Ｂ
Ｅ
Ｒ
で
も
核
酸
と
化
合
物
と

の
相
互
作
用
解
析
を
基
盤
と
し
た
医
工
学
技
術
の
開

発
を
進
め
て
お
り
、
以
前
よ
り
イ
ン
ド
の
研
究
者
と

共
同
研
究
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
今
回
の
招
へ
い
者

は
、
共
同
研
究
者
で
あ
る
ス
デ
ィ
プ
タ
・
ボ
ウ
ミ
ク

博
士
か
ら
指
導
を
受
け
て
お
り
、
核
酸
の
物
理
化
学

解
析
の
基
礎
の
習
得
を
目
指
し
ま
し
た
。

〈
国
際
交
流
会
〉
ま
ず
科
学
と
文
化
の
国
際
交
流
セ

ミ
ナ
ー
と
題
し
た
国
際
交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
甲
南
大
学
お
よ
び
招
へ
い
者
側
、
双

方
の
研
究
者
が
文
化
的
背
景
か
ら
そ
の
研
究
ス
タ
イ

ル
の
成
り
立
ち
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
企
画
と
し
、

科
学
技
術
の
専
門
的
な
交
流
だ
け
で
な
く
、
フ
ィ
ロ

ソ
フ
ィ
ー
を
議
論
し
合
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ

れ
に
よ
り
、
研
究
室
間
だ
け
で
無
く
、
分
野
横
断
的

に
大
学
間
で
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
交
流
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
Ｆ
Ｉ
Ｂ
Ｅ
Ｒ
未
来
大
学
と

題
す
る
研
究
セ
ミ
ナ
ー
も
開
催
し
、
日
本
国
内
だ
け

で
な
く
、
英
国
か
ら
核
酸
化
学
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の

研
究
者
に
講
演
を
依
頼
し
ま
し
た
。
招
へ
い
者
に
対

し
、
自
身
の
知
識
や
経
験
と
関
連
が
あ
る
国
内
の
さ

ま
ざ
ま
な
研
究
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

科
学
技
術

振
興
機
構
『
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
』友
情
と
感
激

第
499
回

＝
特
別
連
載
＝

甲南大学生とインドの大学院生による国際交流（後列右端は著者の高橋氏）

高橋	俊太郎
（甲南大学
フロンティアサイエ
ンス研究科・先端生
命工学研究所准教授）
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〈
研
究
室
訪
問
〉
交
流
の
一
環
と
し
て
、
計
算
化
学

的
手
法
に
よ
る
核
酸
や
タ
ン
パ
ク
質
の
構
造
解
析
を

専
門
と
す
る
神
戸
大
学
大
学
院
シ
ス
テ
ム
情
報
学
研

究
科
の
中
田
柊
也
助
教
・
田
中
成
典
名
誉
教
授
の
研

究
室
も
訪
問
し
ま
し
た
。
こ
の
訪
問
に
よ
っ
て
、
計

算
化
学
を
得
意
と
す
る
イ
ン
ド
側
の
高
度
人
材
の
ハ

イ
レ
ベ
ル
な
研
究
交
流
が
実
現
で
き
ま
し
た
。

ほ
か
に
、
合
成
化
合
物
に
よ
る
Ｄ
Ｎ
Ａ
構
造
の
安

定
化
で
著
名
な
技
術
を
有
す
る
東
京
農
工
大
学
大
学

院
工
学
研
究
院
の
長
澤
和
夫
教
授
・
寺
正
行
准
教
授

の
研
究
室
を
訪
問
し
、
化
学
修
飾
に
よ
る
化
合
物
の

性
能
強
化
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

各
研
究
室
で
は
招
へ
い
者
た
ち
は
、
専
門
の
異
な
る

研
究
者
に
対
し
て
自
身
の
研
究
発
表
を
行
う
と
い
う

有
意
義
な
経
験
を
積
み
重
ね
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
神
戸
市
内
の
博
物
館
や
日
本
未
来
館
の

訪
問
を
通
じ
、
科
学
や
歴
史
を
含
む
文
化
体
験
も
行

い
ま
し
た
。

〈
共
同
研
究
活
動
〉
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
メ
イ
ン
で
あ

る
「
細
胞
内
で
Ｄ
Ｎ
Ａ
四
重
ら
せ
ん
構
造
の
形
成
を

制
御
す
る
フ
ラ
ボ
ノ
イ
ド
の
網
羅
的
ス
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
」
に
関
す
る
共
同
研
究
活
動
で
は
、
招
へ
い
者
側

の
専
門
と
す
る
Ｄ
Ｎ
Ａ
と
相
互
作
用
す
る
化
合
物
の

分
光
学
的
デ
ー
タ
を
計
算
化
学
的
に
解
析
す
る
手
法

の
開
発
に
大
き
な
進
展
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ

り
、
今
後
イ
ン
ド
側
で
主
体
的
に
効
果
の
あ
る
植
物

由
来
化
合
物
を
探
索
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。
将
来
的
に
は
、
日
本
側

が
開
発
し
た
細
胞
加
工
技
術
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有
す

る
こ
と
で
、
イ
ン
ド
側
現
地
で
対
象
と
な
る
細
胞
・

組
織
を
加
工
し
、
続
い
て
解
析
し
た
デ
ー
タ
を
日
本

側
に
供
給
す
る
こ
と
で
、
詳
細
な
核
酸
研
究
の
実

験
・
解
析
を
行
う
計
画
を
し
て
い
ま
す
。

本
交
流
の
実
施
を
契
機
に
、
新
し
い
国
際
研
究
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築
の
展
開
が
期
待
で
き
ま
す
。

■
今
後
の
展
望

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
招
へ
い
者
と
今
後
の
研
究

に
関
す
る
議
論
を
多
く
行
い
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
と

し
て
、
イ
ン
ド
の
象
徴
で
も
あ
る
香
辛
料
由
来
の
ポ

リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
に
関
す
る
研
究
計
画
を
立
案
し
ま
し

た
。
招
へ
い
者
の
二
名
は
帰
国
後
に
新
し
い
研
究
に

早
速
取
り
組
み
、
予
想
を
超
え
る
結
果
が
出
て
お
り
、

本
国
際
共
同
研
究
が
継
続
的
に
発
展
で
き
る
こ
と
が

期
待
で
き
ま
す
。

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
終
了
し
た
後
、
一
名
の
学
生
は

無
事
博
士
号
を
取
得
し
、
ス
リ
バ
ラ
ジ
ビ
ダ
ピ
ト
大

学
の
博
士
研
究
員
と
し
て
研
究
活
動
を
開
始
し
ま
し

た
。
ま
た
、
も
う
一
名
の
学
生
も
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
得
ら
れ
た
成
果
を
含
む
形
で
博
士
論
文
を
ま
と
め
、

現
在
博
士
号
の
審
査
を
受
け
て
い
る
最
中
で
す
。
二

名
と
も
日
本
で
の
研
究
生
活
に
大
変
満
足
し
て
お
り
、

将
来
は
日
本
国
内
で
の
博
士

研
究
員
と
し
て
の
研
究
活
動

を
行
っ
て
い
き
た
い
意
向
を

持
っ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

ま
た
、
今
回
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
実
施
を
受
け
て
、
ス
リ

バ
ラ
ジ
ビ
ダ
ピ
ト
大
学
側
か

ら
は
継
続
的
な
学
生
交
流
の

実
施
を
希
望
し
た
い
意
向
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

ス
リ
バ
ラ
ジ
ビ
ダ
ピ
ト
大
学

側
の
企
画
で
、
甲
南
大
の
教

員
が
２
０
２
７
年
１
月
に
現

地
を
訪
問
し
、
研
究
交
流
や

詳
細
な
打
ち
合
わ
せ
を
行
う

予
定
で
す
。
今
後
は
大
学
間

協
定
の
締
結
な
ど
を
進
め
て

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
よ
り

強
固
に
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ご
支
援
・

ご
協
力
い
た
だ
い
た
科
学
技

術
振
興
機
構
（
Ｊ
Ｓ
Ｔ
）
の

関
係
者
の
皆
さ
ま
、
神
戸
大

学
の
中
田
助
教
・
田
中
名
誉

教
授
、
東
京
農
工
大
学
の
長

澤
教
授
・
寺
准
教
授
に
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

甲南大学でのDNAの物理化学的実験 研究室訪問時の意見交換

甲南大学で細胞実験に取り組む招へい者 研究室訪問での施設見学




